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た。教科書は多分，オスカ ・ランゲの P円 ceFlexibility即 dE同ployme叫であった
と記憶しますが，ある日のこと，まだ若かった私に不相応な学識と地位と年令の方が，
講義に列席されているのを発見して，情ろくと共に非常に当惑したのを，おぼえており
ます。佐渡先生が数理経済学に本格的に興味壱お持ちになられたのは，多分その頃であ
ったと想像いたします。当時の先生の御年令は，ちょうど今の私と同年令であったと思
います。このことが機縁になっc.それ以後私はたびたび先生のお宅にうかがって，数
理経済学のお話をする土う忙なりましたが，手れ以後は，周知Iのように，先生はつぎつ
ぎと大病にかかられ，したがって先生との数理経済学をめぐっての会話も，ほ tんどす
べて先生のベッドのそばで行われた次第ですσ先生の数理経済学の研究が，数多くの， 1 
つ1つが致命的な大患との闘いのなかでなされたことを，私たちは忘れてはなりません。
数理経済学に関する先生の最大の御業績は，交通，海運問題という，通常経済学者が
あまり立ち入らない特殊問題に数理経済学的分析を適用して，その有効性を確認された
点に存在すると思います。その成果は， ~海運動学入門』に集約されていますが，先生
は晩年には，一般的な数理経済学固有の問題にも，興味壱もたれ，最後に書かれました
『弾)J性経済学』は私が「経済評論」で書評しましたように)数理経済学町教科書
左して #常にすぐれたものであるだけでなし数理経済学を専門的に研究しようとす
る人々にも』ハンF ブックとして，極めて有用であると信じます。
闘病生活を通じての，佐波先生の信条は，徹底した合理主義をつらぬくということで
あったと想軒、たします。私は，おそらく佐波先生は，最後まで信仰とし、うものぞお持
ちにならなかったのではないかと思います。そのかわ均に先生は，近代医学を最後まで
信じられたのだと思います。そして合理主義の正しさ壱，自分の身体壱実験台にして実
証しようとされたのが，先生の最後の命がけのお仕事であったと，私は思っております。
しかし他方仁おいて，佐波先生は，一見したところでは非常に非合埋的な意図をもも
コていられたようにも見えます。それはどういうことかと申しますと，私達の数学的な
(503) Hl1 
寿命は，ずい分短かく，通常の場合で， 40歳前後，他の場合にはもっと早く mathema.
tical deathがくるといわれています。佐波先生が数型経済学に御興味壱お持ちになら
れたのは，先ほども中しましたように， 44~5歳前後からでありますから，先生は普通
の人ならば当然数学的寿命がつきている頃に，数学的噺究をはじめられたことになりま
す。そのことに必然的に伴なう苦難がどれほどの苦難であったかと言うととは，私達の
想像を絶するものであったであろうと想像いたします。晩年は，数理経済学の研究に捧
げられたと 口に言ってしまえばそれまででありますが，大数の法則に逆行して，成果
をあげることがどれほどの難事業であるかを，我々は充分かみLめて考えてみなければ
ならない ζ思います。先生は生理に逆らうことのむづかしさ壱，よく知っていられたと
思います。またそれ故にこそ，先生は徹底した合理主義を採用されたのだと思います。
すでに教授の地位にありながら， 助手の講義に出席されたのも，ほんのぞの 例であ
り，私の知らない同様の，またそれ以上の徹底した生き方色先生はしていられたと確
信いたします。 r数学的な死」に挑戦するとしづ無謀ともし、える意図を合理化するため
に，先生は徹底して合理』守な生活壱されたと思います。合理主義は正しいものであれ
美しいものであり，頼みとするに足るものだということを，先生は明らかにして下さい
ました。佐波先生の御生涯は美しく純粋でありますが，それは少女のもう清純さではな
く，獲物におそし、かかる鷹が，最も合理的な姿態をとった時の美しさに，なぞらえるこ
とが出来ましょう。
もしこの世の中に神がし、るといたしますならば，恐らく神は，私達に肉体と生命を与
えるに際して，それぞれの肉体と生命の限界をきわめるよう，我々に命じたことでしょ
う。このような寓話的設定にもとづいて，私達の人生とは，それぞれの肉体と生命の限
界号探究するためのものだと，考えることが出来ます。佐波先生は，誰よりも深〈みき
わめて，先生の生命と身体を神に返還されましたがj この先生の意慾に満ちた しか
し激しし、苦痛壱伴った 探険に，同時代の人達のみでなく，今後生れくる大勢の人達
も，深い尊股k感謝そ捧げつづけるものと信じます。居、い通り仁生きるという亡とは，
非常にむつかしいことであります。それだけではなしに，居、L、通りに生きて人から愛さ
れ尊敬されるということは，一層むづかしいことであります。勇気と正義と慈愛仁満ち
たこの稀有の人格号失った，私達の空白は，何時の日に回復されることでLょう。
深いかなしみにうちひしがれておられる御夫人や御令息・御令嬢達にとコて，このよ
うな先生と御生活壱共にされたことと j このような先生の血肉を受けつがれたととは，
かけがえのない誇りであれ喜びであることと信じます。私もちょうど先生が数理経済
学をはじめられた年令にさしかかっております。今後私は先生とのつき合いの思い聞を
かみしめながら，生き続けることでし 4 う。
